
空地の利用で農業PR

1.研究の動機

左下のデータによると年々耕作放棄地の面積が増加しており、
さらに右上、右下のグラフから農業就業人口が減少する一方
農業就業人口の65歳以上の割合が増加しており、農業が衰退
していることがわかる。よってこれらの問題を同時解決でき
る施行策を提案し、農業をPRする。

0

200,000

400,000

600,000
1
9
9
0

1
9
9
5

2
0
0
0

2
0
0
5

2
0
1
0

2
0
1
5

耕
作
放
棄
地
面
積
（

h
a
）

年度

耕作放棄地面積推移

4,818,921
4,139,8093,891,225

3,352,590
2,605,736

2,096,662

0

2,000,000

4,000,000

6,000,000

1990 1995 2000 2005 2010 2015

人
数
（
人
）

年次

農業就業人口推移

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

1990 1995 2000 2005 2010 2015

割
合
（
％
）

年次

農業就業人口の65歳以上

の割合の推移

２．農家を始めてもらうために
１.より作りやすくより儲かる野菜を探す

上位25％である
たまねぎ にんじん はくさい キャベツ だいこん
の5つに絞った

３．農業を本業にしていく場合

１．若者率と耕作放棄地の関係

結果：弱い負の関係がみられた
耕作放棄地が多いところには若者が少ない

趣味目的での中高年齢層をターゲットに

2.研究

2.農耕する土地を見つける

耕作放棄地と農業したい人をマッチング

3.今後の展望

4.参考文献

1.助成金制度
・農業次世代人材投資金
・青年等就農資金

y = -0.0259x + 0.1581
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それぞれの野菜について詳しく調べ、より具体的な案に
する
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↑野菜を作るまでにかかる経費と労働時間について
の相関図(右:拡大)
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野菜名 作物が腐る病気 害虫 植え替え 連作障害
連作で開け
る期間

野菜の値
段

二期作
可能か

たまねぎ 軟腐病、灰色腐敗病など タネバエ、ネギアザミウマなど 〇 なし なし 73円 ×

にんじん
黒色根腐れ病、軟腐病な
ど コオロギ キアゲハの幼虫など × あまりない 1年以上 72円 〇

はくさい 根こぶ病、黄化病など ダイコンハムシ、シンクイムシなど
育ち具合
による あり 2年以上 476円 ×

きゃべつ 菌核病、軟腐病など ヨトウムシ、シンクイムシ、など ？ あり 1年以上 138円 ×

だいこん 軟腐病、根くびれ病など
キスジノミハムシ、カブラハバチ、
など × あり 1年以上 1５7円 〇

それぞれの野菜の特徴
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29歳以下

0

100

200

5
0

1
0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0

5
0
0

7
0
0

1
0
0
0

1
5
0
0

2
0
0
0

3
0
0
0

世
帯
数

貯蓄金額（万円）

40～49歳

若者は中高年齢層に比べて収入が少ない
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